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新修 福岡市史 ブックレット・シリーズ①

わたしたちの福岡市
歴史とくらし 福岡市史編集委員会・編

わたしたちのまちって、どんなまち？
未来へ活かそう  福岡のあゆみ

歴史をベースに、様々な角度から福岡市につい
てわかりやすくまとめたブックレットシリーズ第一
弾。地図や図版を多用しつつ、学問的裏付けを
しっかり行っているため、小学校の郷土学習に
も最適！
歴史的・文化的背景を知ることで、福岡市の
「今」がわかる――。小学校の先生や保護者は
もちろん、市内外問わず地域の歴史に関心の
あるすべての方へ。
【目　次】
第１章 福岡市らしさとは？／第２章 福岡という空間／
第３章 土地に刻まれた記憶／第４章 くらしといとなみ／
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第 1章　福岡らしさとは？
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1

ランキング 50 位以下（1回）

校歌と地名
中学、高校の校歌は忘れてしまったけど、小学校の校歌は今でも歌えるという方は案外多いの

ではないでしょうか？　小学校の校歌には、学校周辺の自然、町並みの他、地域の名所・旧跡な
どが歌詞に織り込まれていますが、こうした地域のイメージは幼い頃から校歌を通じて人 の々記
憶の深いところに刻まれていきます。ここでは福岡市立の小学校の校歌でどういった情景・場
所を歌ってきたのかまとめました。子どもたちは校歌からどのような地域像を描くのでしょうか？

校歌に出てくる
地名ランキング
福岡市立小学校（閉校含む）の校歌に出てくる具
体的な地名、情景、史跡等を集計した。主に『福岡
の校歌』（定直泰雄 編著、1989年）から抽出し、
1989年以降に開校した学校についてはホーム
ページと学校への聞き取りで確認した。

順位 地名など（別の表記）　※注記 回数

1 2 3脊振（山、の山、の山なみ、
山脈、の峰、の霞） 47

1 2 3玄界（灘、の風、の灘、の波） 45

1 2 3
筑紫（野、の丘、の里、の野
辺、の峰、山脈、文化、路） 35

4 室見（川、の川、の流れ） 21

5 世界（の空、の友、の旗、の果
て、を結ぶ銀翼） 20

6 油山（の山） 19

7 那珂（川、の川、の流れ、の
津）

18

8 早良（野、川、の川、の里、の
地、の土、の野、街、の歴史、 17

9 博多（湾、駅、港、の街） 16

10 立花（山、の峰） 14

順位 地名など（別の表記）　※注記 回数

11 樋井（川、の川、の流れ） 12

12 福岡（の空、大福岡） 11

13 福岡城（舞鶴城、石垣、お濠、輝く濠、城の丘、城の道、濠の水、城南） 8

14 荒津（の丘、の崎、の山、山） 7

15 日本（新日本、文化日本、科学日本） 6

筥崎（宮、の宮、八幡宮、八幡様） 6

御笠（川、三笠の流れ、三笠のほとり） 6

18 石塁（弘安、蒙古山）　※元寇関係 5

海の中道（海の道、中道） 5

香椎（潟、の海、大名潟） 5

多々良（川、の川、の流れ） 5

若杉（山、の峰） 5

23 生の松原 4

香椎（宮、の宮） 4

弥生（の文化、の人） 4

26 愛宕（山、の山） 3

綾杉（神の御衣木） 3

荒平（山、城跡） 3

飯森（山、のみどり） 3

空港 3

鴻巣山（鴻の巣） 3

しろうお 3

那の津（の海、の岸） 3

八丁（川、の清い流れ） 3

宝満山 3

36 今津湾 2

金塚 2

叶岳（叶が岳、叶の峯） 2

工場 2

三郡 ※三郡山地 2

志賀島 2

主基の里（御田の跡）　※主基斎田 2

高祖（山、の峰） 2

団地 2

筑紫富士　※可也山 2

茶（お茶・茶の里） 2

名柄川 2

松原 2

宮崎開き 2

百道（浜、の浜） 2

野多目の池
豊かな池※野間大池

老司池
伊都の国
下原の遺跡

浄水
水源池※曲渕水源池

大遺跡※板付遺跡

那珂久平の大井堰
名島城跡

帆柱石
宮家
伊崎が浦
小戸（の浜）
袖の浦曲

長浜
名島の潟
三苫の浜
赤坂の丘
臼井の丘

八田が丘
瑞梅寺川
七隈川
織物
櫛田の杜

住吉の社
聖寺の松
寺の森
日吉の森
山王

能古島
樟の並木
ポプラ並木
白い砂
白砂の丘

美和の台地
桧原台
煙突
汽車道
機動船

▼福岡市立小学校の校歌に頻出する場所 ※4回以上登場するもの（「世界」「日本」を除く）
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新幹線
タワーの光※福岡タワー

花園
比恵
古屋敷

大漁旗
千代の松原
奈多の青松
松の緑
緑の松

鐘撞山
竈門山
柑子岳
原田山
菅家

勧農
玉橋
宗湛
山笠
毘沙門

三日月山
紅葉山
諸岡山
榎田
塩煮塚

高麗びと
唐土
アジアの空

福岡市長 髙島 宗一郎
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生活と産業 (大正～昭和前期 )

この時代には都市の生活インフラの整備
がさらに進みました。電気やガスの供給に
やや遅れる形となりましたが、上水道の給
水が始まり(1923年)、博多・千代部では
下水道が完成します(1942年)。鉄道では、
九州鉄道の福岡ｰ久留米間 ( 現・西鉄天
神大牟田線 )が開業 (1924年)し、路面
電車網は九州水力電気の渡辺通一丁目ｰ
西新町 (1927年)、東邦電力の今川橋ｰ西
新町 (1932年)などが開通し、完成をみま
した。港湾では、博多港の拡張工事が進み
「博多築港記念大博覧会」(1936年)が
開催されました。航空路では、名

な

島
じま

飛行場
(1930年)や雁

がん

ノ
の

巣
す

飛行場 (1936年)が開
場しました。
街の景観も大きく変わります。天神の官

庁街では、県庁 (1915年)、警察署 (1915
年)、市役所 (1923年)などがレンガ造りや
鉄筋コンクリートの新庁舎になりました。ま
た、戦前の天神のランドマークでもあった
九州電灯鉄道本社ビル (後の東

とう

邦
ほう

電力ビ
ル )ができたのもこの頃 (1917年)です。
街にはタクシーが走り始め(1913年)、デパー
ト(1925年)、映画館 (1913年)、カフェー
(1914年)など、新しい文化にふれられる場
所が登場します。そして、福岡放送局(JOLK)

が開局し(1930 年)、各家庭にラジオが普
及するようになりました。
産業面に目を向けると、この時期に大き

な利益を上げていたのは電力や鉄道事業
を担っていた会社でした。『福岡市商工人
名録』(1930年)によれば、最も多くの営
業収益税 (営業の純益にかかる税金 )を納
めていたのは東邦電力 (37,992円)で、九
州鉄道(18,923円)、博多電気軌道(12,230
円)がそれに続いています。これ以外の多く
の事業者の納税額は数十円から数百円規
模でしたので、３社の突出ぶりがよくわかり
ます。
下に示した産業別従事者をみると、徐々

に商工業へ従事する人口が増加していって
おり、人びとが都市に集まり始めている様子
が読み取れます。

中央が東邦電力ビル、左が九州鉄道九鉄福岡駅。現在
は天神ビルと福岡パルコが建っている場所。

▲「天
てんじんのちょう

神町交差点」 （絵葉書）
1924～35年頃／福岡市博物館蔵

1925年、中洲に開店した玉屋呉服店は市内初（九州で
3番目）の本格的デパート。これは「33年型海水用品売出
し」とある最新の海水浴スタイルを提案したもの。

▶玉
たま

屋
や

のショウウィンドウ
1933年6月23日／福岡市博物館蔵
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産業別従事者数

総計  109,382 人
農業

25,249人
（24.9%）

水産業
2,759人
（2.7%）

鉱業
6,530人
（6.4%）

工業
25,278人
（24.9%）

商業
22,279人
（22.0%）

交通業
6,504人
（6.4%）

農業
25,009人
（18.8%）

水産業
2,692人
（2.0%）

鉱業
2,800人
（2.1%）工業

34,252人
（25.8%）

商業
36,503人
（27.5%）

交通業
6,407人
（4.8%）

公務・自由業
16,699人
（12.6%）

家事使用人 118人（0.1%）

その他
2,365人（2.3%）

公務・自由業
10,400人
（10.2%）

その他
1,187人（0.9%）

家事使用人
7,2928人（5.5%）

大正 9（1920）年

第一次産業（27.6%）

第二次産業（31.3%）

第三次産業（38.7%）

『国勢調査報告. 大正９年 府県の部 
第４０卷 福岡県』から現在の福岡市
域に該当する市町村のデータを抽出・
集計したもの。この年の国勢調査は産
業別従事者として「本業者」と「本業
ナキ従属者」と分けているが、ここでは
「本業者」のみの数字を取り上げた。

産業別従事者数

総計  132,841 人
農業

25,249人
（24.9%）

水産業
2,759人
（2.7%）

鉱業
6,530人
（6.4%）

工業
25,278人
（24.9%）

商業
22,279人
（22.0%）

交通業
6,504人
（6.4%）

農業
25,009人
（18.8%）

水産業
2,692人
（2.0%）

鉱業
2,800人
（2.1%）工業

34,252人
（25.8%）

商業
36,503人
（27.5%）

交通業
6,407人
（4.8%）

公務・自由業
16,699人
（12.6%）

家事使用人 118人（0.1%）

その他
2,365人（2.3%）

公務・自由業
10,400人
（10.2%）

その他
1,187人（0.9%）

家事使用人
7,2928人（5.5%）

昭和 5（1930）年

第一次産業（20.8%）

第二次産業（27.9%）

第三次産業（50.4%）

『国勢調査報告. 昭和５年 第４巻 府県
編 福岡県』から現在の福岡市域に該当
する市町村のデータを抽出・集計したも
の。第一次産業（農業・水産業）の人口
はほぼ変わっていないが比率は7%ほど
減少している。これは商工業従事者が大
幅に増加しているためである。


